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平
成
十
八
年
第
一
回
笠
松
町

議
会
臨
時
会
が
四
月
三
日
開
催

さ
れ
、
次
の
案
件
が
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

▽
笠
松
町
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
成
立
に

よ
り
、「
身
体
障
害
者
療
養
施
設
」

等
の
障
害
者
を
支
援
す
る
施
設
が
、

「
障
害
者
支
援
施
設
」
に
移
行
す

る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
整

備
を
行
う
も
の
。 

 

▽
補
正
予
算 

○
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計 

　
介
護
保
険
業
務
の
執
行
場
所
を
、

本
庁
舎
か
ら
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

に
移
動
し
た
こ
と
に
伴
い
、
介
護

保
険
シ
ス
テ
ム
を
追
加
リ
ー
ス
す

る
こ
と
に
よ
る
介
護
保
険
特
別
会

計
繰
出
金
の
増
額
、
保
育
に
関
す

る
事
務
全
体
を
北
事
務
所
で
処
理

す
る
こ
と
に
伴
い
、
複
写
機
を
設

置
す
る
た
め
、
そ
の
保
守
点
検
委

託
料
の
増
額
及
び
町
営
緑
町
墓
地

利
用
者
の
駐
車
場
を
確
保
す
る

た
め
の
土
地
借
上
料
の
増
額
な
ど
、

総
額
三
十
五
万
七
千
円
を
増
額

補
正
す
る
も
の
。 

○
平
成
十
八
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計 

　
介
護
保
険
業
務
の
執
行
場
所
を
、

本
庁
舎
か
ら
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

に
移
動
し
た
こ
と
に
伴
い
、
介
護

保
険
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

等
を
追
加
し
て
リ
ー
ス
す
る
こ
と

に
係
る
諸
経
費
の
増
額
な
ど
、
総

額
二
十
万
七
千
円
を
増
額
補
正
す

る
も
の
。 

▽
笠
松
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
収
入
役
の
廃
止
に
伴
い
、
所
要

の
規
定
整
備
を
行
う
も
の
で
、
会

計
課
を
会
計
事
務
局
に
改
め
る
も

の
。 

 

　
な
お
、
同
日
議
長
・
副
議
長
の
選

挙
、
常
任
委
員
会
お
よ
び
議
会
運
営

委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
が
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

○
選
挙
お
よ
び
選
任
　
　
（
敬
称
略
） 

　
議
　
　
長
　
　
太
　
田
　
俊
　
彦 

　
副
　

議
　

長
　
　
伏
　
屋
　
隆
　
男 

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】 

　
委
　

員
　

長
　
　
安
　
田
　
敏
　
雄 

　
副
委
員
長
　
　
伊
　
藤
　
　
　
功 

　
委
　
　
員
　
　
安
　
達
　
一
　
愿 

　
　
　

〃
　

　
　
　
船
　
橋
　
義
　
明 

　
　
　

〃
　

　
　
　
尾
　
関
　
洋
　
治 

　
　
　

〃
　

　
　
　
山
　
田
　
　
　
穆 

　
　
　

〃
　

　
　
　
川
　
島
　
功
　
士 

【
民
生
建
設
常
任
委
員
会
】 

　
委
　

員
　

長
　
　
伏
　
屋
　
隆
　
男 

　
副
委
員
長
　
　
田
　
島
　
清
　
美 

　
委
　
　
員
　
　
長
　
野
　
恒
　
美 

　
　
　

〃
　

　
　
　
太
　
田
　
俊
　
彦 

　
　
　

〃
　

　
　
　
岡
　
田
　
文
　
雄 

　
　
　

〃
　
　

　
　
山
　
川
　
壽
太
郎 

　
　
　

〃
　

　
　
　
米
　
山
　
光
　
義 

【
議
会
運
営
委
員
会
】 

　
委
　

員
　

長
　
　
船
　
橋
　
義
　
明 

　
副
委
員
長
　
　
長
　
野
　
恒
　
美 

　
委
　
　
員
　
　
安
　
達
　
一
　
愿 

　
　
　

〃
　
　

　
　
尾
　
関
　
洋
　
治 

　
　
　

〃
　

　
　
　
安
　
田
　
敏
　
雄 

　
　
　

〃
　

　
　
　
伏
　
屋
　
隆
　
男 

【
交
通
対
策
特
別
委
員
会
】 

　
委
　

員
　

長
　
　
山
　
田
　
　
　
穆 

　
副
委
員
長
　
　
岡
　
田
　
文
　
雄 

【
公
共
施
設
整
備
調
査
特
別
委
員
会
】 

　
委
　

員
　

長
　
　
伊
　
藤
　
　
　
功 

　
副
委
員
長
　
　
川
　
島
　
功
　
士 

　
こ
の
度
、
議
員
の
皆
様
の
ご
推

挙
に
よ
り
、
町
議
会
議
長
の
重
責

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠

に
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
感
激
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
責
務
の
重
大

さ
を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

全
力
で
誠
心
誠
意
こ
の
職
務
に
取

り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。 

　
近
年
、
町
の
財
政
状
況
は
厳
し

く
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

も
大
き
く
変
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地
方
分
権
の
推
進
、
国
の
三
位
一
体

の
改
革
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展

な
ど
、
多
く
の
行
政
課
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
、
環
境
に
配
慮
し
、
高
齢
者
が

生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
、
さ
ら
に
は
子
ど
も
た
ち
が
の

び
の
び
と
育
つ
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

を
め
ざ
し
、
住
民
の
皆
様
の
理
解
の

も
と
新
し
い
笠
松
町
を
築
い
て
い
く

こ
と
が
私
ど
も
に
与
え
ら
れ
た
使
命

で
あ
り
、
責
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
は
、
行
財
政
改
革
推

進
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
の
二
年
目
に

あ
た
る
重
要
な
年
で
あ
り
、
改
革
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
住
民
と
議

会
と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の

難
局
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
住
民
の
皆
様
の
英
知
を
結

集
し
、
勇
気
と
決
断
を
持
ち
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
住
民
の
立
場
に
立
ち
、

よ
り
開
か
れ
た
議
会
と
な
る
べ
く
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
皆
様
方
の
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支

援
を
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 
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　４月より、昨年のモデル地区６町内会（新町、西宮町、友楽町、緑町、下門間、中野）に加え、７町内会（宮
川町、二見町、美笠通１、春日東陽常盤町、松栄町１、松栄町３、長池北）による、資源ごみ分別回収が新た
にスタートしました。 
　初日は、各々の町内会で当番のみなさんが熱心に資源ごみの分別に取り組んでみえました。 

長池北町内会　４月５日スタート 二見町町内会　４月４日スタート 宮川町町内会　４月４日スタート 

松栄町３丁目町内会　４月７日スタート 松栄町１丁目町内会　４月７日スタート 春日東陽常盤町町内会　４月７日スタート 

美笠通１丁目町内会　４月14日スタート 

　４月から「資源ごみの出し方」が一部変わり１ヶ月が経過しますが、
その日に収集しない品目の資源ごみが所々で出されています。 
　資源ごみを出される前にもう一度「資源とごみのカレンダー」を確認
してください。 
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　人口の減少と少子・高齢化が進む社会において、高齢者のかたとともに、いかに生きていくかが、こ
れからの世の中の進む方向を決めていきます。 
　町では、高齢者を対象にさまざまな学習機会を提供し、高齢者のかたが今まで培ってきた知識、技術
や経験などを更に充実させ、習得した能力を地域に活かして、地域の指導者として積極的に地域づくり
に貢献していただけるよう高齢者大学―シニアカレッジ「生き生き塾」―を開校します。 

〈生活文化コース〉 
　身の回りにおいて、生活を脅かすいろいろな出来事が起
きています。高齢者のかたは、その中でいろいろな被害に
も遭っています。自分はもちろん、身近にみえる高齢者の
かたにも学んだことを伝えたり、関連する行事などに積極
的に参加していただき、高齢者パワーを発揮してもらいた
いと願っています。 

〈健康福祉コース〉 
　誰もが長く生きたい、健康でありた
いと願っています。健康に関していろ
いろな角度から学びながら、高齢者の
皆さんが、健康で高齢社会を生きぬく
力を培っていきます。 

○今年度は、「生活文化」「健康福祉」に視点をあてて学習をすすめていきます。今後、時代のニーズ、
課題を探りながら、さらに充実させていきたいと考えています。 
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平
成
十
七
年
度
町
内
会
連
合
会
・

自
主
防
災
会
協
議
会
総
会
が
三
月
二

十
七
日
役
場
で
行
わ
れ
、
両
会
の
平

成
十
八
年
度
予
算
と
事
業
計
画
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
席
上
、
長
年
に
わ
た
っ
て
町

内
会
長
を
努
め
ら
れ
、
自
治
組
織
の

発
展
な
ど
に
尽
く
さ
れ
た
か
た
へ
広

江
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
総
会
終
了
後
に
広
江
町
長

か
ら
平
成
十
八
年
度
の
町
政
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

（
敬
称
略
） 

【
十
年
表
彰
】 

　
内
藤
　
吉
雄
（
天
王
町
） 

　
吉
田
　
峰
三
（
清
住
町
） 

　
尾
藤
富
士
雄
（
美
笠
通
二
丁
目
） 

　
足
立
　
　
薫
（
長
池
西
） 

　
奥
田
　
英
輔
（
北
及
第
二
） 

【
五
年
表
彰
】 

　
小
川
　
圭
治
（
新
町
） 

　
河
合
　
敏
郎
（
宮
川
町
） 

　
山
田
　
忠
彦
（
松
栄
町
二
丁
目
） 

　
去
る
二
月
十
六
日
に
永
眠
さ
れ
た

元
各
務
原
市
立
那
加
第
二
小
学
校
長

の
棚
橋
利
彦
さ
ん
（
北
及
）
に
正
六

位
が
贈
ら
れ
、
五
月
中
ご
ろ
、
羽
島

郡
二
町
教
育
委
員
会
小
島
教
育
長
よ

り
ご
家
族
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。 

　
棚
橋
さ
ん
は
、
昭
和
十
二
年
三
月

に
滋
賀
県
の
教
職
に
就
か
れ
、
以
後

岐
阜
県
に
出
向
し
、
昭
和
三
十
五
年

四
月
か
ら
笠
松
町
立
下
羽
栗
小
学
校

長
を
務
め
る
な
ど
長
年
に
わ
た
り
教

育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ト
ン
ボ
天
国
が
県
内
に
広
く
存

在
す
る
良
好
な
環
境
を
有
す
る
水

辺
と
し
て
三
月
二
十
日
に
岐
阜
県
知

事
か
ら
「
ぎ
ふ
・
ふ
る
さ
と
の
水
辺

認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。 

　
ト
ン
ボ
天
国
に
は
、
ひ
ょ
う
た

ん
型
を
し
た
ト
ン
ボ
池
を
中
心
に
大

小
五
つ
の
池
が
あ
り
ま
す
。
木
曽
川

の
河
跡
湖
と
し
て
残
っ
た
池
で
、
三

十
種
以
上
の
ト
ン
ボ
が
生
息
し
、
オ

ニ
バ
ス
も
生
育
し
て
い
ま
す
。
多
種

類
の
生
き
物
や
地
域
特
有
の
植
物
が

生
育
す
る
環
境
、
各
種
団
体
に
よ
る

環
境
保
全
活
動
に
よ
り
守
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
今
回
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
の
憩
い
の
場
、
自
然
と
ト
ン

ボ
の
研
究
・
観
察
の
場
と
し
て
親
し

ま
れ
る
よ
う
今
後
も
保
全
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
町
の
貴
重
な
財

産
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。 

　
人
権
擁
護
委
員
に
保
母
勝
壽
さ
ん
（
弥
生

町
）
が
四
月
一
日
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。 

　
人
権
擁
護
委
員
は
基
本
的
人
権
に
関
す
る

心
配
事
や
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
親
身
に
な

っ
て
相
談
に
応
じ
そ
の
解
決
に
努
め
て
い
ま

す
。
相
談
は
人
権
擁
護
委
員
の
自
宅
（
十
四

ペ
ー
ジ
参
照
）
で
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
社
会
福
祉
事
業
】 

　
・
間
宮
　
純
さ
ん
（
八
幡
町
） 

　
・
匿
　
名 

【
資
源
ご
み
分
別
回
収
事
業
】 

　
・
藤
田
　
力
さ
ん
（
東
陽
町
） 

　
町
で
は
、
ご
趣
旨
に
沿
う
よ
う
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円  

五
〇
、
〇
〇
〇
円 

寄　附 

総
会
開
催 

　
笠
松
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
前
本
部

長
の
林
　
保
さ
ん
（
円
城
寺
）
と
柔

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
前
代
表
指
導
者

の
浅
野
武
男
さ
ん
（
春
日
町
）
が
、

平
成
十
七
年
度
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
顕
彰
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
顕
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
と
育
成
に
努

め
ら
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。 

應 黄 
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今
年
は
桜
が
早
く
咲
き
始
め
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
繰
り
上
げ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
雪
が
降
り
桜
が
ゆ
っ
く
り
開

花
し
、
例
年
よ
り
長
い
期
間
桜
の
花

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
十
五
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
な
り

予
定
さ
れ
て
い
た
「
笠
松
陣
屋
市
」

や
「
宵
ま
つ
り
」
は
中
止
さ
れ
ま
し

た
が
、
十
六
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

町
内
み
こ
し
の
掛
け
声
が
聞
こ
え
る

中
で
の
、
本
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

は
笠
松
清
流
太
鼓
で
始
ま
り
、
町
内

の
幼
稚
園
や
保
育
所
の
園
児
に
よ
る

演
技
や
、
笠
松
婦
人
会
に
よ
る
踊
り

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
れ
に
引
き
続
き
総
勢
百

五
十
人
に
上
る
「
大
名
行
列
お
奴
」

が
始
ま
る
と
お
奴
の
毛
槍
の
妙
技
に
、

沿
道
に
詰
め
掛
け
た
大
勢
の
観
客
か

ら
盛
ん
な
拍
手
が
沸
き
あ
が
り
ま
し

た
。 

　
町
内
会
自
慢
の
本
み
こ
し
や
花
み

こ
し
が
町
内
に
繰
り
出
さ
れ
、
春
風

に
舞
う
桜
の
花
び
ら
も
笠
松
ま
つ
り

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
な
、
ま
つ
り

ム
ー
ド
一
色
の
一
日
で
し
た
。 

▲笠松婦人会 ▲笠松清流太鼓 ▲オープニング 
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学
校
の
放
送
委
員
会
の
特
別
企
画

で
、
今
年
の
三
月
に
、「
笠
松
中
学

校
ア
ラ
カ
ル
ト
」
と
題
す
る
帯
番
組

が
、
数
回
に
渡
っ
て
放
映
さ
れ
ま
し

た
。 

　
番
組
製
作
に
携
わ
っ
た
生
徒
や
担

当
教
員
の
意
図
は
、
次
の
よ
う
で
し

た
。 

『
五
十
九
周
年
を
迎
え
た
笠
松
中
学

校
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
、
今
の
生

徒
た
ち
に
知
ら
せ
て
、
自
分
た
ち
の

学
校
に
誇
り
と
愛
着
を
も
っ
て
も
ら

い
た
い
。
ま
た
、
卒
業
す
る
三
年
生

に
、
母
校
の
歴
史
を
提
供
し
、
よ
い

思
い
出
と
し
て
も
ら
い
た
い
。
』 

　
放
送
内
容
の
取
材
は
、
委
員
の
生

徒
が
手
分
け
し
て
行
い
ま
し
た
。 

・
歴
代
の
卒
業
記
念
品
探
検 

・
笠
中
四
本
柱
の
誕
生 

・
な
ぜ
職
員
室
は
二
階
に
？ 

・「
○
○
学
年
」
と
い
う
呼
び
方
は

い
つ
か
ら
？ 

・
輝
か
し
い
部
活
動
の
成
績 

・
校
内
　
あ
ん
な
所
、
こ
ん
な
所 

・
古
時
計
に
込
め
ら
れ
た
話 

　
取
材
は
精
力
的
に
行
わ
れ
、
過
去

の
資
料
の
他
に
も
、
転
出
さ
れ
た
先

生
、
卒
業
生
で
あ
る
家
族
に
ま
で
取

材
が
及
ん
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
中

に
は
、
一
生
懸
命
調
べ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
も

の
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
給
食
時
の
テ
レ
ビ
放
送
で
、
こ

の
特
別
番
組
が
流
さ
れ
る
と
、
教

室
の
生
徒
の
様
子
が
普
段
と
は
違

う
姿
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
は

お
し
ゃ
べ
り
に
夢
中
な
生
徒
た
ち
も
、

じ
っ
と
食
い
入
る
よ
う
に
見
入
っ
て
、

説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

                

　
長
い
歴
史
の
中
で
育
て
ら
れ
た
、

一
つ
一
つ
の
も
の
に
込
め
ら
れ
た
先

輩
た
ち
の
深
い
思
い
を
知
ら
さ 

れ
、
生
徒
た
ち
は
新
鮮
さ
と
重
み
の

両
方
を
感
じ
取
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
っ
と
り
と
し
た
、
温
か
い
雰
囲
気

の
時
間
に
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
笠
松
中
学
校 

校
長
　
赤
木
重
義 

▲昔の中庭 

▲現在の中庭 

　
三
月
三
十
一
日
、
塩
谷
武
司
収

入
役
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
氏
は
町
職
員
を
三
十
七
年
、

収
入
役
と
し
て
四
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
町
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た

こ
と
に
対
し
、
自
治
功
労
者
と
し

て
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
町
消
防
団
入
団
式
が
四
月
二
十
二

日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
で

団
員
お
よ
び
関
係
者
約
百
二
十
人
が

出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
広
江
町
長
か
ら
「
町
民

の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、
一
日

も
早
く
立
派
な
消
防
団
員
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
式
辞
が

あ
り
ま
し
た
。
岩
田
団
長
か
ら
は
、

新
入
団
員
十
七
人
と
新
役
員
へ
辞
令

が
交
付
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
消
防
活
動

に
対
す
る
労
と
「
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
、
訓
練
な
ど
に
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
加
藤
県
議
会
議
員
、
太

田
町
議
会
議
長
、
山
田
町
内
会
連
合

会
会
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
団
員
は

「
防
火
、
防
災
の
誓
い
」
を
新
た
に

し
ま
し
た
。 

　
新
入
団
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。 

（
敬
称
略
） 

（
第
一
分
団
） 

山
崎
秀
夫
、
野
垣
　
靖
、

江
一

昭
、
野
田
利
幸
、

江
正
昭
、
鈴

木
一
生
、
奥
村
敬
宗
、
淺
野
陽
平 

（
第
二
分
団
） 

棚
橋
　
渡
、
入
江
大
介
、
磯
部
達

弘
、
後
藤
良
一
、
水
谷
　
豊
、
榊

原
祐
輔 

（
第
三
分
団
） 

田
島
直
樹
、
岩
井
大
輔
、
長
谷
部

佳
哲 
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〈お問い合わせは〉 

役 場  

北 事 務 所  
福 祉  
健康センター 

松枝公民館 

総 合 会 館  

福 祉 会 館  
町社会福祉 
協 議 会  

中央公民館 

歴史民俗資料館 
（町体育協会事務局） 

休日診療のお知らせ 福祉健康課 

　５月の休日当番医は次のとおりです。必ず保険証をご持参ください。 
　なお、当番医が急用などで変更する場合もありますので、前もって役場で確認してください。 

狂犬病予防注射と犬の登録 環境経済課 

　犬の飼い主には、狂犬病予防法で年１回、犬への予防注射が
義務付けられています。また、生後91日以上の犬には登録が必
要です。 
【料　金】 
・注射と注射済票交付3,070円 
・新規登録3,000円 
【注意事項】 
・当日、犬の健康状態をお尋ねしますので、ご協力をお願いし
ます。 
・町が実施する日に注射を受けられない場合には、必ず動物病
院で受けてください。 
・会場でのフンの後始末は飼い主さんが必ず行ってください。 

◆在宅当番医一覧表 ◆二次的病院一覧表 

3 

4 

5 

7 

14 

21 

28

河合内科クリニック 

北田内科クリニック 

羽島クリニック 

小寺医院 

沢田内科 

杉山内科医院 

こめの医院 

松波総合病院 笠松町田代 388-0111

日 医 師 名 所　在 電　話 病 院 名 所　在 電　話 

河合　　潔 

北田　雅久 

小島　洋二 

小寺　三喜 

沢田　英夫 

杉山　豊久 

伊藤　恒夫 

岐南町八剣 

岐南町下印食 

笠松町門間 

笠松町美笠通 

岐南町上印食 

笠松町奈良町 

笠松町米野 

247-6630 

278-1030 

387-6161 

387-4504 

247-5131 

388-3600 

387-6010

※入院を必要とされるかたは、二次的病院に入院できることになっております。 
※○印は祝日 

【内科系】診療時間9時～16時 

◆在宅当番医一覧表 

3 

4 

5 

7 

14 

21 

28

小島歯科医院 

小島歯科医院 

ごとう歯科 

ゴトウ歯科医院 

さかえ歯科クリニック 

高瀬歯科医院 

三輪歯科医院 

日 医 師 名 所　在 

月日（曜日） 時　間 場　所 

5月18日（木） 13：00～14：00 

10：00～11：30 

13：00～14：00 

10：00～10：40 

11：00～11：40

下羽栗会館 

役　　　場 

松枝公民館 

松枝公民館 

中央公民館 

5月22日（月） 

5月23日（火） 

電　話 

小島　一洋 

小島　　良 

五籐　雅敏 

五藤　彰宣 

千地　栄作 

高瀬　市將 

三輪　　眞 

岐南町平島 

笠松町奈良町 

笠松町田代 

岐南町八剣 

岐南町伏屋 

岐南町上印食 

笠松町円城寺 

245-2096 

387-2848 

387-0955 

246-7215 

240-0644 

240-5050 

387-6110

※○印は祝日 
※上記以外については、羽島郡救急医療情報センター（羽島郡広域連合消防本部内）へ 
　照会してください。　388-3799

【歯科系】診療時間10時～16時 

【日程】 

航 空 宇 宙 産 業 に 貢 献 す る  

羽島郡笠松町中野  　  387  4361

株 式 会 社  光 製 作 所  



月 日（曜日） 
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各種健（検）診について 福祉健康課 

「転倒予防教室」のお知らせ 福祉健康課 

　５月から始まる各種健（検）診については次のとおりです。 

　なお、「かさまつホームカレンダー」でお知らせした健（検）診実施期間が下記のとおり変更となりますの
で、ご注意ください。 

※8月以降の各種健（検）診については、8月号の広報でお知らせします。 

　いつまでも住み慣れた町で生き生きと暮らし続け
ることは、みんなの願いです。 
　しかし、転倒による骨折で寝たきりになる人は、
あとを絶ちません。転倒は、体の筋力が衰えることや、
バランス感覚、反射神経の衰えなどから起こります。 
そこで、次のとおり「転倒予防教室」を開催します。
「転ばない」「転んでも骨折しない」身体を作りま
しょう。 

運動場・テニスコート（６月分） 
【月　日】５月25日（木） 
【時　間】午後7時30分～ 
【場　所】中央公民館 

【時　間】午後１時30分～3時30分 
【場　所】総合会館（笠松町中野） 
【内　容】筋力アップ体操など 
【持ち物】上履き、飲み物、タオル 
【参加費】無料 
　　　　　直接会場にお越しください。 
【問合先】福祉健康課　健康担当 
　　　　　　388-7171

 
5月 
6月 
7月 

 
10日（水）・18日（木） 
１日（木）・15日（木） 
６日（木）・20日（木） 

8月 
9月 
10月 
11月 

3日（木）・31日（木） 
7日（木）・21日（木） 
5日（木）・19日（木） 
2日（木）・16日（木） 

月 日（曜日） 
12月 
1月 
2月 
3月 

13日（水）・21日（木） 
10日（水）・18日（木） 
1日（木）・15日（木） 
1日（木）・15日（木） 

月 日（曜日） 

基本健康診査 
 

子宮がん検診 
 

乳がん検診 
（病院検診） 

65歳未満　 7月1日～ 8月31日 
65歳以上　 9月1日～10月31日 

40歳以上すべて 
8月 １日～10月31日 

7月1日～9月30日 

7月1日～8月31日 8月 1日～ 9月30日 

8月 1日～10月31日 

健（検）診名 
 

変更前 → 変更後 

集
団
健（
検
）診 

病
院
検
診 

結核住民検診 

はつらつ健康診査 

肺がん検診 

胃がん検診 

大腸がん検診 

40～69歳 

70歳以上 

40～69歳 

70歳以上 

40～69歳 

70歳以上 

500円 

200円 

2,300円 

800円 

500円 

100円 

男性2,000円 

女性3,000円 

無料 

健（検）診名・一部負担金 納付方法 実施月日 案内方法 

5月15日（月）、17日（水）、18日（木） 
　  19日（金）、22日（月）、23日（火） 

5月15日～7月31日 

受診当日健診会
場で支払ってくだ
さい。 

病院窓口で受診
当日に支払ってく
ださい。 

5月上旬に健診の案内及
び大腸がん検診の便容
器を郵送します。 

5月上旬に検診のご案内
を郵送します。 

5月上旬に検診のご案内
を郵送します。また、各種
がん検診票と大腸がん検
診の便容器は医療機関
にありますので病院へ直
接受診してください。 

男性　5月26日（金） 

女性　5月29日（月）、31日（水） 
　　　6月 1日（木）、5日（月） 

【日　程】 
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骨粗しょう症検診・歯科検診のお知らせ 福祉健康課 

　町では、骨粗しょう症検診・歯科検診を行います。 
　希望されるかたは、福祉健康課健康担当までお申し込みください。 

　今年度、60歳・65歳・70歳になるかた。 
　ただし、骨粗しょう症検診は、女性のみとします。 
　60歳…昭和21年４月２日～昭和22年４月１日生まれ 
　65歳…昭和16年４月２日～昭和17年４月１日生まれ 
　70歳…昭和11年４月２日～昭和12年４月１日生まれ 

雑誌のリサイクルについて 中央公民館 

　図書室では、平成17年度にご愛読いただいた雑誌を進呈する雑誌のリサイクルを実施いたします。ぜひ、ご
利用ください。 
【月　日】５月13日（土）～21日（日） 
【時　間】午前９時～午後４時30分 
【場　所】中央公民館図書室 
　　　　　松枝公民館ロビー 
　　　　　総合会館ロビー 

健康教室のお知らせ 福祉健康課 

【対象者】 

【日時・場所】 

【検診自己負担金】 

【日時・場所】 

60歳・65歳 

70歳 

500円 

100円 
無　料 

歯科検診 骨粗しょう症検診 

　健康づくりの基本は毎日の食生活からはじまって
います。 
　でも、栄養のバランスが偏っていたり食べ方が不
規則だと生活習慣病や要介護状態を引き起こす原因
にもなります。 
　そこで、ご自分の食生活を振り返り、学習する場
として、健康教室を開催します。 
　この機会にぜひ参加し、健康づくりをしませんか。 

 
 
【内　容】健康づくりの講義・調理実習 
【対象者】町内在住者 
【参加料】300円 
【申込・問合先】福祉健康課　健康担当　 
　　　　　　　　　388-7171

中央公民館 

福祉健康センター 
下羽栗会館 

場　　所 

日　　　程 場　　　所 時　　　間 

月 日 （ 曜 日 ） 時　　　　間 
6月 6日（火） 
6月 7日（水） 
6月14日（水） 
6月 2日（金） 

7月 3日（月） 
7月 5日（水） 
7月 4日（火） 
7月 6日（木） 

10月 4日（水） 
10月 6日（金） 
10月 3日（火） 
10月 5日（木） 

12月 6日（水） 
12月 8日（金） 
12月14日（木） 
12月11日（月） 

午前9時30分～ 

午後1時 

5月26日（金） 
5月29日（月） 
5月31日（水） 
6月 1日（木） 
6月 5日（月） 

× 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

福祉健康センター 9時～10時30分 

骨粗しょう症検診 歯 科 検 診 
検 診 実 施 項 目 

広告を募集しています 

※自己負担金は当日、検診会場で徴収 

〈お問い合わせは〉 

役 場  

北 事 務 所  
福 祉  
健康センター 

松枝公民館 

総 合 会 館  

福 祉 会 館  
町社会福祉 
協 議 会  

中央公民館 

歴史民俗資料館 
（町体育協会事務局） 
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子育てサロン「親子で遊ぼう」を開催 
子育て支援センター 

　子育て支援センターでは、皆さんの子育てを少し
でもサポートしようと、お子さんとお母さんが遊び
を通してふれあう場、また、お母さん同士の交流の
場として、子育てサロンを開催します。お気軽にご
参加ください。 
【月　日】５月24日（水） 
【時　間】午前10時～11時 
【場　所】松枝公民館　和室 
【対象者】３歳未満児とその保護者 
【問合先】子育て支援センター（第一保育所内） 
　　　　　　387-2664

町民ターゲット・バードゴルフ大会 
町体育協会 

【月　日】５月21日（日）（小雨決行） 
【時　間】午前９時30分～ 
【場　所】トンボ天国芝広場 
【参加資格】町内に在住・在勤のかた 
【種　目】　一般の部（60歳未満） 
　　　　　　シニアの部（60歳以上） 
【参加料】1人100円（大会当日徴収） 
【申込期限】５月15日（月） 
【申込先】町体育協会事務局（中央公民館内） 

町民ペタンク大会 
町体育協会 

【月　日】６月４日（日） 
【時　間】午前９時～ 
【場　所】笠松中学校運動場 
【参加資格】町内に在住・在勤のかた（１チーム３人）
　　　　　  １人でも出場可 
【参加料】１チーム（３人）300円（大会当日徴収） 
　　　　　※１人100円 
【申込期限】５月26日（金） 
【申込先】町体育協会事務局（中央公民館内） 

青少年海外派遣（グアム）参加者募集 
企画課 

　町では、国際性豊かな青少年の育成を図ることを
目的に、青少年海外派遣事業の参加者を募集します。 
　この事業は、現地学校の生徒との交流や野外自然
活動などを通して、海外の文化や生活習慣を体験す
るものです。 
【派遣先】グアム 
【派遣期間】８月22日（火）～25日（金） 
【募集人員】20人 
【応募資格】町内に在住している中学生のかた 
【助成額】研修費用の２分の１以内の額 
　　　　  （限度額75,000円） 
【申込期限】５月26日（金） 
【申込方法】申込書（役場企画課にて配付、または

町ホームページよりダウンロードでき
ます）に必要事項を記入し提出 

【申込先】企画課 

「人権擁護委員の日」特設相談所開設 
福祉健康課 

　毎年６月１日は「人権擁護委員の日」です。 
　岐阜県人権擁護委員連合会および岐阜人権擁護委
員協議会では、人権擁護委員制度の周知と人権思想
の普及高揚を図るため、「人権擁護委員の日」特設
相談所を開設します。 
　人権問題や悩みごとなど、人権擁護委員が相談に
応じます。 
　相談は無料で、秘密は固く守られますので、どな
たでもお気軽にご利用ください。 
【相談日】６月１日（木）午後１時から４時 
【場　所】福祉会館 
【問合先】役場福祉健康課または岐阜地方法務局 
　　　　　人権擁護課　　245-3181
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【月　日】６月18日（日） 
【時　間】午前８時30分～ 
【場　所】米野ゲートボール場 
【参加資格】町内に在住・在勤のかたで編成されたチーム 
【参加料】１人100円（大会当日徴収） 
【申込期限】６月３日（土） 
【申込先】町体育協会事務局（中央公民館内） 

町民ゲートボール大会 町体育協会 
【月　日】７月２、９、16日（日） 
【時　間】午前８時45分～ 
【場　所】勤労青少年運動場 
【参加資格】原則町内会単位で構成されたチーム（町
内在住のかた20人以内）で１町内２チームまで 
【参加料】１チーム2,000円 
　　　　  （抽選会又は大会当日徴収） 
【申込期限】６月２日（金） 
【申込先】町体育協会事務局（中央公民館内） 
◎組み合わせ抽選会 
【月　日】６月９日（金） 
【時　間】午後７時30分～ 
【場　所】中央公民館集会室 

町民軟式野球大会 町体育協会 

　笠松町婦人会広域事業を開催します。運動遊びで
体を動かし、仲間とふれあい大いに笑い、心と体の
リフレッシュをしましょう。多数の参加をお待ちし
ています。 
【月　日】５月31日（水） 
【時　間】午後１時30分～ 
【場　所】町民体育館競技場 
【内　容】ボール遊び等 
【参加費】無料 

笑いと健康 笠松町婦人会 

【月　日】６月18日（日） 
【時　間】午前９時30分～ 
【場　所】町民体育館 
【参加資格】町内に在住・在勤のかた 
【種　目】混成の部・女子の部 
【参加料】1チーム400円（抽選会又は大会当日徴収） 
【申込期限】６月９日（金） 
【申込先】町体育協会事務局（中央公民館内） 
◎組み合わせ抽選会 
【月　日】６月12日（月） 
【時　間】午後７時30分～ 
【場　所】中央公民館学習室１

町民ソフトバレーボール大会 町体育協会 

【月　日】６月18日（日） 
【時　間】午前９時～ 
【場　所】町民体育館剣道場 
【参加資格】町内に在住・在勤・在学のかたを原則

とする。 
【種　目】①  一般・高校男子の部 
　　　　　②  一般・高校女子の部 
　　　　　③  中学生男子１・２年生の部 
　　　　　④  中学生男子３年生の部 
　　　　　⑤  中学生女子の部 
　　　　　⑥  小学生高学年の部 
　　　　　⑦  小学生低学年の部 
【参加料】１人100円（大会当日徴収） 
【申込期限】６月13日（火） 
【申込先】町体育協会事務局（中央公民館内） 

町民剣道大会 町体育協会 

－主催　笠松町文化協会－ 

月　日：５月20日（土）・21日（日） 
場　所：笠松中央公民館　テーマ：「祭」 

●20日（土） 
・展　示　10：00～17：00 
・お休み処　２階茶華道室 
・本の交換会　２階ロビー 

●21日（日） 
・展　示　９：30～16：00 
・ステージ　10：30～16：00（予定）３階大ホール 
　構成舞台「四季のまつり」21団体が参加 
・お休み処　２階茶華道室 
・呈茶席（要呈茶券）３階ロビー 
 



　皆さんは「行政相談」をご存じですか？ 
　「行政相談」とは、国の行政機関やＮＴＴなど
の特殊法人の仕事について、皆さんの苦情や要
望をお聞きし、その解決の促進を図る制度です。 
　例えば、次のような内容の相談です。 
○年金の支給が遅れているので困っている。 
○国道の街灯などの設備が損壊しているので修復を
してほしい。 
○国の行政機関の窓口職員の対応が横柄なので嫌
な思いをした。 
○どこの行政機関へ相談してよいのか分からない。 
　皆さんからの相談を受け付けるのが「行政相
談委員」です。 
　町では、岩田修さん（宮川町57　387-3718）
が総務大臣から委嘱されています。 
　自宅で随時相談に応じていますので、お気軽にご
相談ください。 
　相談は無料で、秘密は固く守られます。 
　また、総務省岐阜行政評価事務所（岐阜市金
竜町５の13　岐阜合同庁舎、行政苦情110番　
0570-090110）では、いつでも行政相談に応じ
ています。 
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自動車税の納期内納付 
岐阜県税事務所 

～納税通知書を必ず持参してください～ 
　自動車税の納期限は５月31日です。納期内納付の
推進を図るため、自動車税の納税出張窓口を開設し
ます。是非ご利用ください。 
【日　時】５月28日（日）午前10時～午後４時 
【場　所】アピタ岐阜店（岐阜市） 
　　　　　アピタ北方店（北方町） 
　　　　　マーサ21（岐阜市） 
　　　　　イトーヨーカドー各務原店（各務原市） 
【問合先】岐阜県税事務所　　264-1111

河川愛護モニター募集 
木曽川上流事務所 

　国土交通省中部地方整備局は河川の監視、河川の
愛護思想の普及と地域の皆さんとの交流をより深め
るため河川愛護モニターを委嘱しています。 
【募集期間】平成18年５月８日（月）～31日（水） 
【募集人員】５人 
【応募資格】20歳以上で木曽川上流河川事務所管内
の河川（木曽川、長良川、揖斐川、牧田川、杭瀬川、
根尾川）の近隣に在住のかたで、川に接する機会
が多く河川愛護に関心のあるかた 
【手　当】月額4,580円 
【委嘱期間】平成18年７月１日～平成19年６月30日 
【問合先】国土交通省木曽川上流河川事務所占用調 
整課　岐阜市忠節町５―１　　251-1326
　木曽川上流河川事務所ホームページ 
　http://www.cbr.mlit.go.jp/kisojyo/aigo

初夏シリーズ主要競走 
５月15日（月）・鵜飼特別 
　　16日（火）・小瀬特別 
　　17日（水）・東海クラウン 
　　　　　　  ・かがり火特別 
　　18日（木）・初夏特別 
　　　　　　  ・若鮎賞 
　　19日（金）・夏木立特別 
　　　　　　  ・チャンピオンジョッキーシリーズ第８戦 
 
清流［SPⅢ］シリーズ主要競走 
５月29日（月）・馬瀬川特別 
　　30日（火）・木曽川特別 
　　　　　　  ・揖斐川特別 
　　31日（水）・第24回ローレル争覇（Ｐ） 
　　　　　　  ・長良川特別 
６月１日（木）・チャンピオンジョッキーシリーズ第９戦 
　　２日（金）・第30回サラ・クイーンカップ（SPⅢ） 
 ホームページにてレース映像配信実施中 
NTTドコモ「FOMA」ライブ中継配信中 

http://www.kasamatsu-keiba.com/

　毎年５月５日（こどもの日）から１週間を「児童福祉週
間」と定め、児童福祉の意識啓発や子どもたちを対象に
した催しが行われます。 
　この機会に、今一度子どもたちの成長について考えて
見ましょう。 
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内　　　容 日（曜日） 受付時間 場　　所 受付時間 場　　所 

乳児健康診査・BCG 予防接種 

１歳６か月児健康診査・フッ化物塗布 

３歳児健康診査・フッ化物塗布 

お誕生教室 

にこにこ教室 

歯みがき教室
 

 

プレパマクラブ 

 

育児相談・マタニティ相談
 

 

 

転倒予防教室 
 

認知症・閉じこもり予防教室 

 

健　康　相　談 

 

 

献　　　　　血
 

 

 

 

 

 

 

 

 

結核住民検診（胸部Ｘ線） 
 

 

 

 

 

 

 

 

はつらつ健診 

内　　　容 

心 配 ごと相 談  
 

悩 みごと相 談  
 

行　政　相　談 

 

人　権　相　談
 

 

 

身体障害者相談 

日（曜日） 

 

 

 

福祉健康センター
 

 

 

 

 

第一保育所 

下羽栗会館 

福祉健康センター 
 

総合会館 
 

福祉会館 

下羽栗会館 

福祉健康センター 

福祉会館 

ユーストア 

九十産業㈱ 

笠松刑務所 

愛生病院 

米野会館 

スポーツ交流館 

下羽栗会館 

児神社 

北門間会館 

春日神社 

松枝公民館 

福祉健康センター 

児童館 

厚生会館 

中央公民館 

笠松町役場 

穴太部神社 

福祉会館 

 

福祉健康センター 

  ９日（火） 

11日（木） 

25日（木） 

16日（火） 

25日（木） 

12日（金） 

24日（水） 

24日（水） 

10日（水）
 

  

12日（金） 

24日（水） 

10日（水） 

18日（木） 

24日（水） 

10日（水） 

12日（金） 

26日（金） 

26日（金） 

 

31日（水）
 

  

15日（月）   

 

 
17日（水） 

  

18日（木） 
  

19日（金）
 

  

22日（月）
 

  

23日（火）
 

  

26日（金） 

29日（月） 

31日（水） 

13：20～14：10 

13：10～13：50 
 

13：20～14：00 

９：20～９：30 

13：00～14：30 
 

13：00～13：10 

10：00～11：30 

13：30～14：30 

13：00～14：30 
 

13：30～15：30 
 

13：30～15：30 

13：30～14：30 

13：00～14：30 

13：30～14：30 

10：00～13：00 

14：30～15：30 

  ９：00～11：30 

13：00～16：00 

10：00～11：30 

13：30～14：30 

15：00～16：30 

10：00～10：30 

11：00～11：30 

14：00～15：30 

10：00～11：30 

14：00～15：30 

10：00～11：30 

14：00～15：30 

10：00～11：30 

14：00～16：30 

10：00～11：30 

14：00～15：30 

 

  ８：45～10：45

図書室休室日のお知らせ 今月のお休みは、５月１日（月）・３１日（水）です。 
中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書館には、毎週新しい本が入ってきます。新着本は、ホームページの
蔵書検索からご覧いただけます。 

担当地域民生委員の在宅相談
 

 

10日（水） 

17日（水） 

在宅相談　行政相談委員 
　岩田　修　宮川町57　　387-3718

在宅相談　人権擁護委員 
　齋藤好子　中川町20　　387-0812 
　保母勝壽　弥生町30　　387-2782 
　後藤　稔　北及1183　　388-1495 
　杉原貴子　中野256　  　388-1496

在宅相談　身体障害者相談員 
　南谷隆行　上本町26　　387-2247 
　早水春生　西宮町131  　388-0029 
　河尻和男　北及1902　　387-5788 
　堀場靖隆　円城寺929  　388-3791

13：00～15：00 

 

福祉会館 
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新
緑
が
ま
ぶ
し
く
、
さ
わ

や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
待
ち
に
待
っ
た
行

楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。

家
族
揃
っ
て
の
外
出
は
楽
し

い
も
の
で
す
。 

　
外
出
す
る
前
の
あ
わ
た
だ

し
さ
か
ら
「
う
っ
か
り
火
元
チ

ェッ
ク
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
！
」

と
い
う
経
験
を
さ
れ
た
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
火
元
の
チ
ェ
ッ
ク
を
忘
れ

る
と
、
外
出
先
で
も
そ
の
こ

と
が
気
に
か
か
り
、
せ
っ
か

く
の
楽
し
い
気
分
が
台
無
し

で
す
。 

　
最
悪
の
場
合
、
火
事
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

留
守
宅
か
ら
の
火
災
は
、
発

見
が
遅
れ
が
ち
に
な
る
た
め
、

大
き
な
火
災
に
な
り
や
す
く
、

隣
家
に
延
焼
す
る
危
険
も
高

く
な
り
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
お
で
か
け
の
前
に

は
必
ず
次
の
こ
と
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。 

１
　
ガ
ス
器
具
は
元
栓
を
締

め
て
あ
り
ま
す
か
。 

２
　
電
気
器
具
の
コ
ン
セ
ン

ト
は
抜
い
て
あ
り
ま
す
か
。 

３
　
タ
バ
コ
の
後
始
末
は
し

て
あ
り
ま
す
か
。 

４
　
家
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
物
が
置
い
て
あ
り
ま
せ

ん
か
。 

５
　
お
年
寄
り
や
子
ど
も
を

残
し
て
出
か
け
る
と
き
に
は
、

万
一
の
事
を
考
え
て
隣
へ

一
言
お
願
い
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。 

　
安
心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う

に
、
日
ご
ろ
か
ら
火
元
チ
ェッ
ク

を
し
ま
し
ょ
う
。 

　国民年金保険料は、通常の口座振替の場合、納付対象月の翌月末
が保険料の納付期限ですが、申出により当月末に口座振替を行う場
合は、50円割引となります。 
○当月末振替（早割）への変更手続き 
　既に毎月納付（翌月末振替）で納付しているかたが、割引のある毎
月納付（当月末納付）の口座振替方法へ変更する場合は、「国民年
金保険料口座振替（変更）申出書」に記入のうえ、金融機関の窓口（もしくは社会保険事務所）へ提出してく
ださい。 
　なお、「国民年金保険料口座振替（変更）申出書」につきましては、役場保険年金担当窓口、社会保険事務
所のほか、金融機関に置いてあります。 
○初回振替時の取扱いについて 
　毎月納付（当月末振替）申出者の初回の振替につきましては、原則2か月分の国民年金保険料を振替させ
ていただきます。 

○振替不能時の取扱いについて 
　毎月納付（当月未納付）につきまして、当月末日に口座振替ができなかった場合については、翌月末日に定
額の国民年金保険料で再振替を行います。 

当月末振替の開始月 当月末振替の開始月に振替になる保険料 

6月 

6月 

前月までの保険料納付方法 

口座振替（毎月納付「翌月末振替」） 

現金納付（5月分は5月中に納付済） 

5月分　13,860円＋6月分　13,810円 

6月分　13,810円 

振替月 振替結果 備　　　　考 

6月末 

7月末 

8月末 

振替になる保険料 

6月分　13,810円 

6月分　13,860円　7月分　13,810円 

7月分　13,860円　8月分　13,810円 

6月分× 

6月分×  7月分× 

7月分○  8月分○ 

残高不足で振替不能 

残高不足で振替不能 

6月分は納付書を送付 
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広瀬昌高・貴子さんの子 棚橋拓文・陽子さんの子 

　
今
か
ら
十
一
年
前
、
ス
ラ
ム
ダ
ン

ク
に
憧
れ
て
い
た
わ
が
娘
の
「
バ
ス

ケ
が
や
り
た
い
」
の
一
言
か
ら
始
ま

っ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ク
ラ
ブ

で
す
。 

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
親
子
が
交
流
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。 

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
経
験
者
も

未
経
験
者
も
関
係
な
く
、
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
、
ま
る
で
大
き
な
家
族

の
よ
う
に
、
叱
っ
た
り
叱
ら
れ
た
り
、

笑
っ
た
り
、
泣
い
た
り
し
て
み
ん
な

で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

【
活
動
日
】
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時 

　
　
　
　
　
30
分
〜 

【
場
　
所
】
町
民
体
育
館 

【
連
絡
先
】
北
及
　
河
合  

紀
行  

宅 

　
　
　
　
　
　
３
８
７
―
０
５
１
６ 

まちの人口 
平成18年４月１日現在 

人　口 
男 
女 

世帯数 

22,382人 
10,766人 
11,616人 

 
7,806世帯 

（減　29） 
（減　12） 
（減　17） 
 
（減　13） 

前月比 【
問
合
先
】企
画
課
 

【
開
設
日
時
】 

　
平
日
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
 

　
土
・
日
・
祝
日
は
 

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
30
分
 

このコーナーでは、日
ごろ町民の皆さんか
ら役場へ寄せられる
質問・意見などを回
答とともに紹介します。 

　
　
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

　
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、高
速
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン
が
３
台
設

置
し
て
あ
り
、自
由
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

楽
し
め
ま
す
。 

　
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
い
こ
と

が
あ
る
の
で
す
が
、家
の
パ
ソ
コ
ン
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

町
の
施
設
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
こ

と
が
で
き
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

16

３
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え 

　
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら 

当
選
者
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

加
藤
貴
大
、三
島
り
ゑ
子
、牧
野
行
峰
　 

 


